







その他のタイトル <Research Note>On the Present Policies and
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育改革における管理職の重要性に着目してフロリダ州教育経営審議会 (FloridaCouncil on 
Educational Management， FCEM) を設置、「優れた校長jの資質能力内容などを具体的に検討し
たのち、 1986年に新制度が導入された。
新制度は、免許状を「教育リーダーシップ (Level1 = Educational Leadership) J i学校長













ある。 LiberalArts Collegeとして発展してきたが、 1981年にBarryUniversityと改称し、現在、学
部(Undergraduate)と大学院(Graduate)をあわせて約6，500名の学生と500余名の教職員を擁する総
合大学になっている。
教育学部(AdrianDominican School of Education)の学部段階には初等教育 (Elementary
Education)専攻があり、大学院には16の専攻領域にわたる教育学修士(Masterof Science in 
Education)の学位取得プログラム、 11専攻領域にわたる教育専門土(Specialistin Education)の学
位取得プログラム、そして「リーダーシップと教育j博士学位 (Doctorof Philosopby in 
Leadership and Education)取得プログラムが設置されているi九
筆者が聴講したのは、大学院修士課程の教育 1)ーダーシップ専攻(Masterof Science in 
Educational Leadership)の授業「学校と地域との関係J(School and Community Relations)と、博
士課程の 1)ーダーシップ専攻で開講された f組織変革J(Organizational Change)であった。
1. School and Community Relations の授業
School and Community Relationsは、教育学部副学部長(AssociateDean)であるデイーゼツク氏
(Dr. John Dezek)の担当であった。彼はミシガン州の高校で英語とジャーナリズムの教員として
の経験をもち、その後、学区教育委員会の広報部長 (Directorof Public Relations)、ミシガンナ1'内
の大学の教育学大学院研究科長 (Deanof Graduate Studies) を務めた後、同大学に迎えられた。







































Session 1 コース概観/期待(CourseOverview /Expectations) 
Session 2 組織変革(OrganizationalChange) 
Session 3 効果的なリーダーシップ(E百ectiveLeadership) 
Session 4 変革の条件(Conditionsfor Change) 
Session 5 集団変革(GroupChange) 
Session 6 組織内コンフリクトの経営(ManagingConi1ict in Organization) 
Session 7 促進的リーダーシップ/戦略(FacilitativeLeadership/Strategies) 
Session 8 関係者らを関与させる (InvolvingStakeholders) 
Session 9 個々人の変革(IndividualChange) 
SessIon 10 ネットワークづくり一支援ティームづくり (Networking-Building a Support Team) 
Session 11 再構築(Restructuring)
Session 12 新システムづくり (Buildinga New System) 
リフテイン女史は、小・中・高校での教員経験をもち、その後、デイド・カウンティ教育委員会
(Dade County Public Schools)で教育行政官としての実績を積んでいる。筆者が彼女に初めて会っ
たのは、 1988年7丹、教育委員会のオフィスでであったO 当時彼女は、人的資源開発部 (Bureau



































1. 13th Annual Conversation of International Network of Principals' Centers 
筆者が渡米する直前になって、南フロリダ教育指導者センター (SouthFlorida Center for 








くられた組織で、 1981年、ハーバード大学教育大学院 (HarvardGraduate School of Education) 



















長・ミラー女史 (Ms.Elizabeth Miller)、フロリダ州都タラハッシーの校長・グリーン女史 (Ms.
Binky Greene) とともに、ブロワード・カウンティ内の中学校副校長・メンデルソン女史 (Ms.


















2. South Florida Consortium of Schools 
南フロリダ教育指導者センタ一所長のモラ一女史に、同センターで企画している研修プログラム
の参観をお願いしたところ、 8月にフオート・ローダーデールで予定されている会議に参加させて
いただけることになった。それが、 8月 7日--9日の南フロリダ学校協議会 (SouthFlorida 
Consortium of Schools)の会議である。

































































これらの校長職制度改革は、 FCEMで開発された「フロリダ州の校長の能力 (FloridaPrincipal 
Competencies) Jに基づいておこなわれた。これは、すぐれた職務遂行能力を示した校長に関する
調査研究をもとに抽出された19項目から成る能力規準ともいえるものである。この規準の開発のた
めの研究にたずさわったマイアミ大学 (Universityof Miami) のクローガン教授 (Dr.John 
Croghan) によれば、当時、学校調査を行ったとき、優れた学校にはかならず優れた校長がいたと
いう。その優れた校長の能力を集積してっくりあげたのがこの規準であった巾O
フロリダナ1'ではその後、 1991年に、ナ1'副知事 (Mr.Buddy MacKay) および教育長 (Mr.Frank 
T. Brogan) の共同主宰 (co-chaired) のかたちで「フロリダ州教育改革・アカウンタピリティ委





representatives) ーに教育の責任 (responsibility) を返すことJにあった川0
問委員会は翌1992年10月、 12，000年の青写真一学校改善とアカウンタピリティのシステム





















フ口リダ州の校長の資質能力 (FloridaPrincipal Cornpetencies) (抜粋)
(Florida Council on Educational Management， Human Resources Management & Development System 
Guidelines in Floηda's School Districts， 1994， pp.61-70) 






















6. Concept Formation (概念形成) :情報から、
類型と関係を理解して、概念・仮説・アイデア
をかたちづくることができる。
7. Conceptual Flexibility (概念の柔軟性) :問
題解決と意思、決定の際に、代替的または多角
的な概念や見通しを用いることができる。













11. Tactical Adaptability (融通性のある戦術)
その状況に応じて、自分の相互作用と行動を
適合させることができる。












15. Organizational Ability (組織化の能力)自
標を達成するために諸活動をデザインし、計
画し、組織化するノウ・ハウ(知識と技能)
16. Delegation (委譲) :ルーテイン化されたし
ごと以外に、遂行にかかわる権限と責任を与
えながら、他者に対してしごとを委ねる。




18. Written Communication (筆記による伝
達) :適切な文法を用いて、明確に、簡潔に
書くことができる。
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システム構想、の詳細は本稿では検討できない。別稿においておこなう予定である。
なお、この特設定されたナトi目標領域は、①就学前の準備教育 (Readinessto Start School)、②
卒業率および中等後教育と雇用のための準備 (GraduationRate and Readiness for 
Postsecondary Education and Employment)、①生徒の学業達成度 (StudentPerformance)、④
学習環境 (LearningEnvironment)、⑤安全な学校環境 (SchoolSafety and Environment)、⑥教
員および職員 (Teachersand Staff)、⑦成人の市民的教養 (AdultLiteracy)の7つであったが、
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米国フロリダ州における校長職をめぐる改革の動向について
1996年に 8番自の呂標として「父母による関与 (ParentalInvolvement) Jが加えられた。
(8) Florida Council on Educational Management， Human Resources Management & Development 
System Guidelines in Florida 'sSchooJ Districts， October 1994 
同年、校長の職務遂行能力の基準に関心をよせる24のナ1'が関係する専門職組織とともに学校指




盟する予定はない」との回答を得た (FromGay Nalle Howard， Director of HRMD Program 
Approval， Florida Association of School Superintendents， March 14， 1997)。
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